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65℃熱水消毒の試み
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目 的

治療時に稼動させるだけの旧型個人
用RO装置では、細菌汚染が進行して
おり原水温度が上昇する夏期には
100CFU/mLを超える。そこで洗浄消毒
剤や非耐熱型ROモジュールの限界温
度の熱水による消毒を実施してICUで
on-line HDFが出来る透析用水の確保
を目指したので報告する。
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方 法

東レ社の個人用RO装置TW-72Pと
TW-36Pを用い薬液洗浄モードにて洗
浄消毒剤（ダイラケミMAP、ダイラケミ
Dio、キノーサンPA-400）と非耐熱型RO
モジュールの限界温度62℃の熱水によ
る循環消毒を60分間実施した。また、
塩化ビニール製の耐圧ホースはシリコ
ン製の耐圧耐熱ホースに変更した。
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アルカリ剤による洗浄

過酢酸消毒前に有機スケールと錆の除
去目的としてダイラケミMAPとダイラケミDio
の洗浄を月1回実施した。しかし、1.5年間の
洗浄でTW-36PとTW-72P共に運転圧（0.2
～0.3MPa）の低下と導電率（4～10μs/cm）
とTOC （100～140ppb）の上昇が観察され
た。この事より強アルカリ剤による膜劣化を
懸念して使用を中止した。

T
N

80th Anniversary

J A 愛 知 厚 生 連

海 南 病 院



過酢酸による消毒

キノーサンPA-400による消毒を月1～2回
実施した。しかし、1年間で下記の部品交換
が必要となった。この事より強酸剤による真
鍮部品の腐食を懸念して使用を中止した。
・TW-36P
プロコンポンプヘッド ×2回
フローセンサ ×1回
・TW-72P
プロコンポンプヘッド ×2回
フローセンサ ×1回
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65℃熱湯消毒
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ICコントロールヒーターはクマガイ電
工社製のSCH-900SCを用いて循環タ
ンクに投入して設定温度65℃（実測定
温度62度）で実施した。消毒頻度は週
に1回とした。エンドトキシンと細菌数測
定は、熱水消毒実施前にサンプリング
した。TOCと導電率は熱水消毒後の翌
日にサンプリングした。



投げ込みバケツヒータの熱水消毒
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SCH-900SC（クマガイ電工社）



熱水消毒のフローチャート
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停滞が原因と思われる水質汚染

熱水消毒後～1週間。治
療がない日は、8時30分～
17時まで透析装置の水洗を
実施した結果（停滞時間15
時間30分）では、エンドトキ
シン値は0.0134EU/mL、細
菌数は多数（20mL採取で約
60個、3CFU/mL）であった。
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DBB-100NXの自動運転
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RO装置移動での汚染

RO装置の移動によるRO水給液ラインの脱着時はアルコール消毒
を実施しているが、コンソールのETRF前より1～1.5CFU/mL程度の
細菌が観察された。装置移動後はRO水送液ラインの次亜塩素酸Na
消毒は必要と考えられた。熱水消毒後に1回/週でも実施している。
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ニプロ セーフタッチプラグST-P

シリンジで次亜塩素酸Naを注入



連続運転による防音対策
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日東電工製
エプトシーラー
EE-1010P吸音材の貼り付け



ET値と細菌数
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TOCと導電率
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※TOCは、堀場アドバンステクノ社製HT-100にて測定した。 T
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結 果
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• TW-36Pでは熱水消毒開始直後のET値は
0.0013EU/mL、細菌数は0.25CFU/mLであっ
た。その後熱水消毒を定期的に実施してET値
は測定感度以下、細菌数は0.1CFU/mL以下
に維持できた。

• TW-72Pでは新品のROモジュールに交換後
のET値は0.0033EU/mL細菌数は1.3CFU/mL
であった。その後熱水消毒を定期的に実施し
て ET 値 は 測 定 感 度 以 下 、 細 菌 数 は
0.05CFU/mL以下に維持できた。



まとめ
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Ao値600には全く及ばない62℃熱
水消毒を実施。消毒後、RO水の停滞
を3時間以下にすることでRO装置の
汚染は、基準値未満に維持すること
が出来た。また、部品などの劣化は
観られず、ICUでon-line HDFが出来
る透析用水の確保は可能であった。



日本HDF研究会
COI開示

筆頭発表者名：中野浩志

演題発表に関連し開示すべきCOI関
係にある企業などはありません。
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